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   A case of asynchronous bilateral non-specific segmental ureteritis is presented. The 
preoperative evaluations for this lesion were considered extremely important, because the 
radiological nd operative findings of this disease are similar to those of ureteral cancer. 
This lesion has the possibility of multiplicity, especially bilateral occurrence. Conservative 
management of he kidney should be performed. 
















某院に入院した.入 院後,薬 物療法に より症状は軽快
*現:彦 根市立病院泌尿器科
**現1福井医科大学泌尿器科
した が,9月 上 旬 よ り肉眼 的 血 尿 と微 熱 が続 き,DIP
に て右 水 腎症 が 認 め られ た ため,9月24日 精査 お よび
治療 の ため 当科 を 紹 介 され た.
現症 ・体 格 中 等,栄 養 良.脈 拍72/分,整.頸 部 お
よび胸 部に 異 常 な し.腹 部 は全 体 に 膨 隆 し,両 側 腎下
極 を触 知 した が,そ の 他 に は理 学 的 に 異 常 所 見 を認 め
なか った.
入 院時 検 査 成 積:① 尿 所 見:pH5.5,糖(一),蛋
白(一),赤 血 球(+),白 血 球(+),細 菌(一).②
尿培 養:陰 性.③ 血 液 ・生 化 学 検 査:白 血 球5400/
mm3,赤 血 球469×104/lnm3,Hbl3.39/d1,血小






検 査:PSP排 泄 試 験5%(15分),60%(120分).
Fishberg濃縮 試 験1.016,ccr1,199dl/day・
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性病変を必ず しも否定できなか ったため,右 腎 ・尿管
摘出術兼膀胱壁切除術を施行した,
摘出標本所見1右 下部尿管は肉眼的に壁肥厚,硬 化




















当院 第3内 科へ 転 移し,60Co下垂 体 照 射 および
reserpine投与などが おこなわれた.Cushing病治





非 特 異 性 尿 管 炎 は 尿 路 感 染 症 の 一 部 分 症 と し て起 こ
り,腎 孟 腎 炎 と併 発 す るの が 一般 的 で,病 理 組 織 学 的
に は そ の 組 織 反 応 に よ りさま ざ まの 名 称 が 用 い られ
る.い わ ゆ るgranularurcteritis,membranous
ureteritis,polypoidureteritis,ある いはnecroti-
zingureterit三sなどで あ る1).大半 の 非 特 異 性 尿 管
炎 は 急 性 期 を経 過 す る と炎症 は 急速 に 消退 して い くが,
こ の尿 管 の 非 特 異 性炎 症 像 を示 す もの の な か で,血 尿
や 尿 路 閉 塞 症 状 を きた す 疾 患 が あ り,非 特 異 性 限 局
性 尿 管 炎 と 呼 ば れ て い る.非 特 異 性 限 局 性 尿 管 炎 は
Israe1の報 告 が 最 初 といわ れ2),本邦 で は1941年土 屋
の報 告3)以後,そ の 数 は しだ い に増 加4-9)し,現在 ま
でに 自験 例 を 含 め44例に お よん で い る.し か し,欧 米
文 献 で は20例程 度 の報 告 がみ られ る の み で,ま れ な 疾
患 と考 え られ て い る10).






病 理 学 的 に は 粘 膜 の 変 化 は 軽 微 で あ るが,粘 膜 下 層 か
ら筋 層 に か け,リ ンパ 球,形 質 細 胞,好 酸 球,線 維 芽
細 胞,組 織 球 な どの 細 胞 浸 潤,浮 腫,血 管 新 生 ・充 血
が み られ,と きに 異 物 巨細 胞 の 出 現 もみ られ る11).ま
た,dystrophiccalcificationを呈 す る症 例 もみ られ
る12).
本 症 の成 因 は い まだ 不 明 で あ るが,尿 路 感 染,と く
に 下 部 尿 路 か らの 上 行 性 感 染 を 唱 え る もの13・14)がい
る.ま た,結 石 を 合 併す る 頻 度 が 高 く,Schwartz15)
は 小結 石 の 排 石 後 一 過 性 に み られ た 例 を 報 告 して い
る.戸 塚 ら16)は尿 路 結 石 に よる粘 膜 損 傷 部 に 発 生 した
細 菌 感 染 のた め 発 症 す る と考 え て い る.さ らに 局 所 の
ア レル ギ ー 反 応 の よ うな 免 疫 学 的 機 序 の 可 能 性 も諸
家2・11・17)によ り指 摘 され て い る.わ れわ れ の症 例 で は
Cushing病,糖尿 病 と い った 全 身 疾 患 に おけ る局 所
合 併症 の 可能 性 も否 定 で き な いが,尿 中 の あ る抗 原 に
対 す る過 敏反 応 とい った免 疫 学 的 機 序 を考 え た い.ま
た,わ れ わ れ の症 例 の 左側 尿 管 病 変 の経 過 か らみ る と,
本 症 はselflimitingな要 素 を もつ こ とが 類 推 され
る.
診 断 は 腹膜 炎,放 射 線 療 法,先 行 す る 腎 ・尿 管 の手
術,結 核,腫 瘍 の 既 往 の な い もの でsurgicalex-
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